
教育理念 「高い志 科学する心 未来を拓く力」

県立日立第一高等学校
附属中学校

学校だよりＮｏ．1２４
令和４年７月８日
生徒数２３９名

教育目標：豊かな人間性と高い知性を有し，日本そして世界の未来を拓く次代のリーダーを育成する。

「見つめるナベは煮えない」

校長 青木 睦人

市内総体や県北総体が、今年度はほぼ例年通りに無事に開催されました。それぞれの部活
動において、本校生は最後まであきらめない「やり抜く姿」を見せてくれました。その姿を
下級生も見ることで、さらに、つなげることが出来た事がさらに良かったと思います。また、
文化祭においても、それぞれの学年で生徒の皆さんが力を合わせて企画し、楽しむ姿を見る
ことができました。そして、オンラインではない形式で実施したので、次回の開催に向けて
生徒の皆さんが文化祭というもののイメージを持つことが出来たのではないでしょうか。
外山滋比古（とやましげしこ）氏の『思考の整理学』（ちくま文庫）は、様々な物の見方
が書かれており、どのように物事を捉えることができるのか、そのヒントをまとめた本です。
その中で、”見つめるナベは煮えない”ということわざが紹介されています。これは、早く
煮えないか、早く煮えないか、とたえずナベのフタをとっていては、いつまでたっても煮え
ない。あまり注意しすぎては、かえって、結果がよくない。しばらくは放っておく時間が必
要だということですが、その事から、本来の目的を達成するための行動を捉えなければいつ
まで経っても、何にも達成できないといえるのではないでしょうか。
まもなく夏休みを迎えます。この期間中、ただ単に、与えられた課題を機械的に終わらせ
ようと、鍋を開けてばかりでは理解が深まらなくなります。じっくり課題と向き合って理解
を深めてほしいと思います。

◇ ７月の主な予定 ◇ ◇ ８・９月の主な予定 ◇

１日（金）県北総体 【８月】
６日（水）熱中症対策講習会（放課後） ２日（火）チャレンジプロジェクト
８日（金）県総体陸上（～９日） （３年生２０名参加 ～４日）

１１日（月）保護者面談期間（～１５日） １１日（木）山の日
１８日（月）海の日 学校閉庁日（～１５日）
２１日（木）県総体（～２４日） ２９日（月）休業明け集会
３０日（土）附属中学校説明会 ３０日（火）第２回定期考査（～３１日）

【９月】
【夏期休業日】 １４日（水）第２回外部模試
７月２３日（土） １５日（木）クラスマッチ
～８月２８日（日） ２１日（水）市内新人戦（～２２日）

２８日（水）いのちの教育（３年生）
２９日（木）歯と健康教育（１年生）
３０日（金）成績通知表配付

◆ 大健闘 総合体育大会 ◆
６／20（月）、21（火）に日立市総合体育大会、さらに30日（木）、７月１日（金）に県北地

区総合体育大会が行われました。我が附属中生徒も勝利を目指して懸命に試合に臨み、各種目
において活躍する姿がみられました。

【市内大会】
軟式野球 予選リーグ惜敗、代表決定トーナメント惜敗
サッカー 予選リーグ１位通過、決勝トーナメント３位 県北出場
バレー 予選リーグ惜敗
ソフトテニス 予選１位通過、順位決定トーナメント５位 団体・個人県北出場

(個人)矢代・秋葉組、下山・片寄 ベスト８
門脇・黒岩組 ベスト１６
三原・小林組、安野・高橋組ベスト３２

男子卓球 団体戦第１０位、個人戦 金野・高倉ﾀﾞﾌﾞﾙｽ ベスト４ 個人県北出場
長友ｼﾝｸﾞﾙｽ ベスト３２

女子卓球 団体戦第５位 団体県北出場
男子剣道 団体戦 ３位 団体・個人県北出場

個人戦 根本・池上・福地・依田ベスト１６
女子剣道 団体戦 準優勝、個人戦 大串ベスト１６ 団体・個人県北出場

【県北大会】
サッカー 準決勝 ●１－４ 大久保 県大会出場

３位決定 ○２－１ 久慈
ソフトテニス (団体)第３位 団体・個人

(個人)下山・片寄組 第４位 矢代・秋葉組 第５位 県大会出場
男子卓球 (個人)金野・高倉ﾀﾞﾌﾞﾙｽ ２回戦惜敗

長友シングルス １回戦惜敗
女子卓球 (団体)第６位 団体県大会

出場
男子剣道 (団体)第３位 団体・個人

(個人)依田 ベスト８ 県大会出場
女子剣道 (団体)準優勝 団体・個人

(個人)大串 ベスト８ 県大会出場

県大会は剣道部の７月１７日から始まり２２日まで行われます。大会での活躍が期待されま
す。

◆ 第２５回 白堊祭 ◆
６月１０日（金）・１１日

（土）に第２５回白堊祭を開
催しました。今回は感染症対
策をとりながらですが、保護
者対象に公開することができ
ました。この日に向けて、生
徒は学級で話し合い、クラス
の発表を企画しました。当日
は多くの見学者を迎えて、う
れしそうな笑顔で対応してい
た生徒の姿が見られました。
見学ありがとうございました。


